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地質学の前提

　謎と不思議に満ちた地球。その
謎の解明に科学者たちは日夜挑戦
し続けています。地質学の範疇だ
けでも「なぜこんな事象が存在す
るのだろう」と、わからないこと
がたくさんあります。
　そういう時「何を前提に考え始
めるか」が非常に大切です。なぜ
なら、間違った前提に基づくと、
どんなに真摯に謎を解明しようと
しても、間違った推論しか出せな
いからです。逆に正しい前提に基
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大洪水から紐解く

地質学の不思議
  

ジェネシスジャパン会長　宇佐神　実

プ レ ー ト テ ク ト ニ ク ス 編

「その日に、大いなる淵の源がことごとく裂け、
天の水門が開かれた。」創世記7:11

づくなら、正しい筋道で考えるこ
とができます。
　進化論を前提に考え始めるの
か、聖書の記述を前提に考え始め
るのか、あなたは普段、どちらの
視点で考え始めているでしょう。
前提を誤れば五里霧中をさまよ
い、正しければ納得のいく答えが
得られるのです。

プレートの謎

　地球は、外側を玄武岩や花崗岩
などを基盤とする『地殻』が覆っ

ており、その下にカンラン岩など
の岩石を主成分とする『マントル』
があり、中心に金属からなる『核』
があると考えられています（図
１）。

火
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図１　地球の内部構造 : プレートは、地殻と　　　
　　　マントル最上部から構成されている。

Wiki.
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　このうちプレート（『板』の意味）
は、地殻とマントル最上部の岩盤
から構成されています。地球は主
要なプレートだけで約 15 枚（図
３）。その厚さは場所によって変
わりますが、海洋プレートで 10
〜 100km、大陸プレートで 100
〜 200km だと考えられています。
　1912 年にアルフレッド・ウェ
ゲナーが大陸移動説を提唱した当
初は、馬鹿げた話だとまったく相
手にされませんでしたが、1960
年代後半になると、地質学界でプ
レートテクトニクス理論（各プ
レートが独立して動きそれによっ

て地質現象がもたらされる）とし
て真剣な議論が始まりました。
　さらに 50 年余りの間に、プレー
トの地理学、運動学、流体力学の
研究が積み重ねられ、現在では、
大陸移動が確かな過去の歴史と確
信されるようになりました。
　しかし、研究者たちはなぜプ
レートが出現したかで頭を抱え
ています。中国のプレート研究
者の C.A. タンや A.A. ウェブらは、
2020 年 7 月に次のように述べて
います。

　「ほとんどのモデルは、初期状
態は動かない単一のプレートが現
在よりも数百度熱いマントルの上
を蓋のように覆っていたと想定さ
れており、この蓋が最初にどうし
て破損したかが決まることが問題
の鍵となる。」1

　彼らは進化論に基づく『3D 球
形地殻モデル』を考案し、プレー
ト形成の流れを推測しました。

　それによると、初期の熱い地球
の地表に火山性堆積物が大量に積
もり、それが冷却されて沈降する
ことを繰り返し、地球全体が徐々
に冷却され、卵の殻のように単一
のプレートで覆われた地球が最初
に出現したと考えられます。そ
の 10 億年後に熱いマントルの熱
膨張によってプレートに亀裂が生
じ、それが現在のように分かれた
というものです。1,2

　この推測は正しいのでしょう
か。創造調査研究所の T. クラー
リーはこう述べています。

　「彼らのモデルは、彼らが想定
する状況下において地殻に裂け目
が生じ発達することを単に示した
だけであり、地球のプレートの起
源がこのようであった可能性は非
常に低いと言える。もしそのよう
にプレートが出現するのなら、金
星や火星といった地球と同等サイ
ズの惑星に大規模な裂け目が生じ
てプレートに発展していないのは

役立つと考えたからです（図４）。
　測定の結果、2022 年 6 月まで
の約 3 年半の間に、最大でマグニ
チュード 5 の火震が 1,300 回以上
も観測されたのです。
　A. インの予想に反して、火震
はかなりの頻度で起こっているに
も関わらず、プレートの形成は進
展しておらず、プレートが分かれ
ていることも発見できませんでし
た。地球の地震の多くはプレート
の動きと密接に関わっています
が、火震はプレートと関係がなく、
火星が冷却されて収縮する時に裂
け目が生じるためだとか、マグマ
や水が火星地殻を押すためではな
いかと推測されています。5

　宇宙全体でもプレートテクトニ
クスが確認されている惑星は、地
球だけです。
　他の惑星にプレートテクトニク
スが存在していないことを考える
と、地球にそれが存在することの
方が特異だといえるでしょう。
　地球もかつては他の惑星のよう
に単一のプレートで覆われている
だけで多くのプレートに分かれて
いなかったと考えられます。では
なぜプレートが出現したのでしょ
う。そのヒントとなる出来事が、
創世記 7：11 に記されています。

「その日に、大いなる淵の源がこ
とごとく裂け、天の水門が開かれ
た。」
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なぜだろうか。」3

  たとえプレートが裂けたとして
も、それだけではゆで卵の殻にヒ
ビを入れたのと同じで、プレート
のような動きは生じません。地球
のプレートは年間数センチメート
ルずつ動いています。
　2012 年、カリフォルニア大学
ロサンゼルス校の惑星地質学者
A. インは、約 100 枚の火星の衛
星写真を分析し、太陽系最大規模
の峡谷として知られるマリネリス
峡谷（長さ 4,000km、幅 200km、
深さ 7km）を火星のプレート境
界とし、火星にはまだマリネリス
北プレートとマリネリス南プレー
トの二つだけしか存在していない
と発表しました。彼は、今後地球
のように多くのプレートに分かれ
るだろうが、火星の重力が地球と
比べて小さいために、火震（火星
の地震）が起こる頻度は 100 万
年に一度程度となり、そのため極
めてゆっくりとしかプレートがで
きないのだと考えたのです。4

　2018 年 5 月、NASA が 火 星 探
査機インサイトを打ち上げ、同年
11 月に火星のエリシウム平原に
着陸しました。インサイトには地
震計が搭載されていて、火震測定
が開始されました。研究者たちは、
たとえ火震が発生しなくても、隕
石の衝突で生じる振動などによっ
て火星の内部構造を推定するのに

図 4  天体の内部構造：火星探査機インサイトの振動の伝搬の測定結果から火星の核は液体だと推定されている。

　これはノアの大洪水がどのよう
に始まったかの記録です。この「大
いなる淵の源がことごとく裂け」
という表現では、状況を思い描き
にくいのではないでしょうか。わ
かりやすく説明すると、地球の地
中深くに、膨大な量の水が蓄えら
れていて、そのすべてを覆って蓋
となっていた岩盤が張り裂け、世
界中で一斉に水の大噴出（火山噴
火を含む）が起こり、それに呼応
するかのように、天から大雨が降
り始めたということです。ほとん
どの英訳聖書ではこの状態を容易
に思い描けるように訳されていま
す。
　地中にそんな大量の水があるは
ずがないと思う人もいるかもしれ
ません。しかし、ニューサイエン
ス誌は、地中 400km の深さに地
表の水の 10 倍もの水が、現在も
存在していると報じています。6

　T. クラーリーは、この大洪水の
始まりの記述から次のように推測
しています。

　「これこそがプレートの起源で
ある可能性が最も高い。最初の海
洋地殻がことごとく張り裂け、新
たに形成されたプレートによって
先の海洋地殻は沈み込み、新しい
海底が形成されただろう。この新
しく、熱く、低密度の海洋地殻は、
地球の全陸地が覆われるまで海洋
の水をますます高く押し上げて
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図 2　日本近海のプレート

　水星　　　　　　　　金星　　　　　　　 　　　地球　　　　　　　月　　　　　　　火星
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　                  講座の目的と概要　
＊創造主のみわざのすばらしさに感動し、
　その感動を伝える働き人が起こされる。
＊創造論の講演に加え、創造論の背景とな
　る知識や考え方を少人数で学ぶ。
＊創造を伝えるために役立つ資料の提供。
＊修了証授与（全日程参加者）
＊創造論を用いての個人伝道、CS や教会で
　のメッセージ、講演ができるよう協力。

ジェネシスジャパン　〒 311-3116 茨城県東茨城郡茨城町長岡 3652-306-3 　tel 029-292-9621 fax 03-6862-8340 

講義・イベント予定
■秋の創造セミナー
　 *2022/10/12-14
　主講師：A. マッキントッシュ博士
　元英国リーズ大学教授
　長野県／ホテルグリーンプラザ白馬

◆マッキントッシュ博士各地の講演
　◆岡山創造カンファレンス
　　 *2022/10/9-10
　　　西大寺キリスト教会（岡山）　
　◆クリエーション・カレッジ
　　 *2022/10/15-16
　　西多賀聖書バプテスト教会（仙台）
　・他地区でのセミナーは調整中

■第四回全アジア創造
　カンファレンス台湾大会
　　2023/7/27-29
　　台北市劍潭海外青年活動中心

お問い合わせ・セミナーのご依頼は、
　ジェネシスジャパンまで　

献金のお願い
国内外に創造主のみわざを伝えるた
め、ご支援をお願いします。
ジェネシスジャパン
ゆうびん振替　00350-7-3364
ゆうちょ銀行　10650-52405611

ご連絡
・コロナのために活動が制限されていま
したが、セミナーや講演ができるよう
になってきました。みなさまのお祈り
に感謝します。今年は特にマッキントッ
シュ博士を迎えて日本各地で講演をす
る予定ですので、引き続きお祈りくだ
さい。

・創造に関する講演・セミナーの希望が
ありましたらご連絡ください。

　　　　（参加費等はお問い合わせください）
　　　　　　詳細はジェネシスジャパンまで
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いった。今日私たちが観測してい
るのは、急激で壊滅的な出来事の
残存効果に過ぎない。」5

　T. クラーリーは、ノアの洪水の
最初に大いなる淵を覆っていた岩
盤が破裂してプレートとなり、そ
の破裂した箇所から水が噴き出し
て溢れ、大洪水の水かさがどんど
ん増していったと考えています。
また、そのプレートの移動によっ
て最初一つだけだった大陸が急激
な大陸移動を起こし、現在の位置
へと移動し、今はその余力でプ
レートが動いているため、ゆっく
り移動している状態が観測される
と推測しています。
　ノアの洪水の時に、超自然的に
プレートが出現したのなら、プ
レートの出現を自然の方法に求め
ても誤った回答しか出てきませ
ん。超自然的に大いなる淵の源が

【募集要項】
・聖書の言葉が創造主の言葉だと信じる方。

・御子イエス・キリストを救い主と信じる方。

・創造を信じることの大切さを学び、伝えたいと 願う方。

創造を伝える働き人養成講座

ことごとく破裂させられたという
聖書の記述を前提として、地球が
どのように変化したかを考えると
き初めて、本当はなぜプレートが
存在するようになったかがわかる
のです。
　冒頭で述べたように、誤った前
提に立つと誤った答えしか出てき
ません。超自然的な出来事を、自
然の出来事と信じて正しい答えを
導き出すことは不可能です。それ
は、自動車が人手によらずに自然
に出現したという前提で、それが
自然に出現する方法を一生懸命模
索するようなものだからです。
　プレートの出現は、自然の方法
では説明できません。しかし創世
記 7:11 が実際の歴史だと信じる
なら、これが超自然的に起こった
ものであって、現在なぜプレート
が動いているのかも、きちんと説
明できるのです。


